
[入力例②] 

片側ブレース（右下り）で引張りのみ有効とする場合の入力例。 

 

引張りのみ有効な×形ブレース（[6.4.1 断面積登録]で“タイプ”を 4 としたブレース）

に対して、片側のブレースの剛度増大率φAを 0.000 と入力します。 

 

・解析結果例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作図上は、×形ブレースとして描画します。 

正（→）加力時の応力 負（←）加力時の応力 

右下りのブレースに圧縮力が作用しますが、

引張のみ有効なので、応力は 0 となります。 

右上りのブレース

は剛性が 0 なの

で、応力は 0 となり

ます。 

右下りのブレースに引張力が作用

します。 


